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元住吉、最大の音楽祭。
2020年4月11日（土）
川崎市国際交流センター・ホール
Moto s um i y o s h i ,  t h e  b i g g e s t  m u s i c  f e s t i v a l .
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K awa s a k i  I n t e r n a t i o n a l  C e n t e r  /  H a l l

主　　催： 音楽好きな友の会／MMF実行委員会／motton club
特別後援： （公財）川崎市国際交流協会
後　　援： 音楽のまち・かわさき推進協議会
　　　  （公財）川崎市生涯学習財団
　　　  （公財）かわさき市民活動センター
　　　  （公財）現代人形劇センター／人形劇団ひとみ座
　　　   （株）タウンニュース社
　　　  かわさきFM（79.1MHz）

参加希望者は、MMF公式ウェブサイトへ→
運営ボランティアスタッフ募集

mottonclub.com

Friends who l ike the music
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音友レコード倶楽部
2月 2日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
YOSHIE（ヨシエ）
（ピアノ弾き語り）
2月18日（火）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー
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音友レコード倶楽部
2月16日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Jazz Date
ジャズファンの集い
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川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー

音楽の旅は続く連載05　　　　　　　　　　 ジャズボーカリスト

星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。
●レコード倶楽部コンサートの問い合わせ

　２月といえばバレンタインデー！
Jazz歌手Carmen McRaeの唄
うMy Funny Valentineが１番好
きです！でも私が高校生の頃はバレ
ンタインデーなんて、そんなに大騒
ぎしなかったなぁ。   
　さて校則の厳しい高校に通って
いた私は「学校をお休みして、ポプ
コン本選会に出ます！」なんてこと
は、あり得なかった。今の高校生に
はまったく理解できないくらい不自
由だったのです。私の動向を嗅ぎ
つけた学校では職員会議が何度も
行われ、両親は何度もお詫びに行
きました。このことで両親に叱られ
たことはなかったけれど、キチンと
卒業する事だけは約束しました。当
時の担任の先生は頭脳明晰で個性
的な女性、少し取っつきにくい雰囲
気もありましたが、大好きな先生で
した。ある日、職員会議の間に廊下
で待たされた時がありました。職員
室から出てきた先生は泣きはらし
た顔で私にこう聞きました。「あな
た、大学へ推薦入学で進学したい
の？」と。私の答えはNOでした。そ
れを聞いた先生は続けて「だったら
ポプコン本選会に行きなさい」と。

嬉しい一言でした。先生がどれほど
学校を説得してくれたのか、子供の
私にもはっきりとわかりました。信じ
られる人と出会えて嬉しかったで
す。この言葉に押されて本選会に
行く決心をしました。ただ、ポプコン
に出る事と学校を休む事のダブル
校則違反では退学もやむなしです。
卒業を約束した両親の顔が浮かび
ます。どうにか学校を休まずに行け
ないか考えました。学校が終わった
ら飛行機に飛び乗り、リハーサルも
無しでぶっつけ本番という無理を
ヤマハにお願いしました。メチャク
チャだけど押し通しちゃった。
　そして静岡県の「つま恋本選会」
本番当日では、ひぇ～（泣）フルオー
ケストラのイントロが始まった～！セ
ンターまで行かなきゃ！物凄い数の
お客さん！凄まじい緊張で自分の歌
の記憶があまりないのですが、ス
テージからの光景は今でも目に焼
き付いています。審査員がいっぱい
居るし、あんなにたくさんの人が私
の唄を聴いてくれている！何だろう、
この怖くて嬉しくって、そしてエネ
ルギーを貰う感覚。ライブやコン
サートの活動をされている方には、

こんな感覚を分かって貰えるんじゃ
ないかな。この瞬間から、私はもう、
ここから引き返す人生なんて考えら
れなかった。ひとりじゃ何も出来な
いんだけど、作曲の木戸さん、ヤマ
ハのスタッフ、頭を下げてくれた両
親、背中を押してくれた先生、私は
いつだって誰かに助けて貰ってこ
こに居る…今もそう思っています。

第85回 ランチタイム・ロビーコンサート
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート
日時：2月18日（火）
12:00開場／12:10開演／12：40終演予定
料金：無料
[出　演]
YOSHIE（ヨシエ）
（ピアノ弾き語り）

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

怖くて嬉しくって、そしてエネルギーを貰う感覚。

2020年4月11日（土）
第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル
ボランティアスタッフ募集中！！
音楽祭の運営をお手伝いしていただけるボランティア・スタッフを
募集しています。音楽好きなら年齢・性別・国籍は問いません。

できる仕事をお手伝いください。
・チラシの配布
・当日の受付
・当日のスタッフと
 出演者の連絡
・当日のスタッフの
  アシストなどなど・・・

入場無料
Free

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41

[プロフィール]2017年にピアノ弾き語
りを独学で始め、世代をこえて親しまれ
るJ-POPや昭和歌謡のカバーを中心
に、ホテルロビーや市役所、高齢者施設
等でコンサートを精力的に行っている。
また、人と人とのつながりや出会いを
テーマとして作詞・作曲している。

駅前のフルーツショップ「フルッチョ」さん2階で開催していた
レコードコンサートの会場が移転しました。
新規会場「Soul Eggs/ソウル エッグス」 
川崎市中原区木月３-6-18 TEL:044-982-9972
開催時間：14時30分～17時30分 （14時開場）
「Soul Eggs/ソウル エッグス」アクセス ：
元住吉駅/徒歩4分ブレーメン通り牛丼松屋2階
元住吉コアビル2階

「音友レコード倶楽部」会場移転、開催時間変更のお知らせです。

神林 義徳（神林よしのり）：1966年2月5
日生まれ。ロカビリー、ロックンロール、カ
ントリー、ブルースをルーツに、オリジナル
曲を 弾き語りで、ライブハウス等で活動。
元住吉ミュージック・フェスティバル、イダ
ナカ夕市に出演。1s t .フルアルバム
『Sweet Ragtime』、2nd.フルアルバム
『Waltzing with a travelling fair』、シ
ングル『I'm only singin' in the band』
発売中。

YOSHINORI
KANBAYASHI

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分

川崎市国際交流センター

川崎で生活しながら日本語を学んでいる
外国人の皆さんが、日本に来てはじめて
体験したこと、びっくりしたことなどを発表します。
審査の合間には、ベトナムのダンスと歌があります。

日時：2020年2月15日（土）
13：00～15：30
※荒天等の場合は3月7日（土）に実施します。

会場：川崎市国際交流センター
入場無料

コンテスト終了後には、
出場者との交流会があります。
交流会は無料、電話または
メールで要申込み。
中学生以上、
先着順、100人まで。

【編集室調べ】ヤマハポピュラーソングコンテス
トは、ヤマハ音楽振興会の主催で1969年から
1986年まで行われたフォーク、ポップス、ロック
の音楽コンテストである。略称「ポプコン」
(POPCONとも)。後に年2回開かれるようになっ
た。グランプリ優勝者には自動的にレコードデ
ビューが約束され、世界歌謡祭の出場資格を得
ることができた。もともと第5回まではプロを対
象にしたコンテストで、アマチュア向けのプロへ
の登龍門として開催されるようになったのは第6
回からである。1970年代のニューミュージック
全盛期に注目を集めたが、1980年代のバンド
ブーム、J-POPへの移行とともにこの名称での
大会は終了した。（ウィキペディアより）

第25回外国人市民による日本語スピーチコンテスト

元住吉ミュージック・フェスティバルは市民音楽祭です。
そのためボランティア・スタッフが
広報、リハーサル・会場といった様々な場で活躍します。
音楽祭をぜひ成功させる為に
お手伝いしていただけませんか。
ご応募は、info@mottonnclub.com まで。



ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

松波陽介私とジャズ連載41 長谷部　徹４ビートに首ったけ連載38

牧野 くみ「くじら座」日記連載41

2019年12月音友会の報告

2月の「軽音楽」ファンの集い

2月2日（日）14：30～
Soul Eggs

2月の「ジャズ」ファンの集い

2月16日（日）14：30～
Soul Eggs

　元住吉駅前フ
ルッチョ2F、我々の

アジトであった音友ハウスを大人の事
情で退出することになりました。今ま
でお世話になった皆様、心よりお礼申
し上げます。本当にありがとうござい
ました。
　北海道出身の私は高校卒業を機に
実家を出て、以来多数の引っ越しを経
験しています。19才の時。当時通って
いた茨城県の大学を中退して別の大
学へ再受験、進学を決めました。1年
弱だけど友達もできて、前向きな決断
とはいえ離れるのはやっぱり少し辛
い。当時はMD全盛期。その時住んで
いたアパートを引き払った後、MDプレ
イヤーを聴きながら常磐線に乗って都
心へ向かいました。
　長い道のり、ボックスシートで
ぼーっとしてたら突然何だかめっちゃ
泣ける曲。「何これ！」って思ってタイト
ルを見るとKeith Jarrettの「My 

Back Pages」。当時背伸びしてジャ
ズ研究会のサークルに入り、先輩にお
すすめの曲を教えてもらって、ミー
ハーな私はとりあえず片っ端からMD
プレイヤーにぶっ込んだっぽい。これ
からの期待と、ちょっとだけ後悔と、本
当にこれでよかったのかなって迷い
と、全部表現してくれているような曲。
なんだこれ…ジャズってもっと複雑な
曲なイメージなのに、シンプルに心に

沁み込んでくる…。
　ついつい思い出話を失礼致しまし
た。音友ハウスのたくさんのCD、過去
のMマガジン、夏のイベントのフリー
マーケットの物品、ミーティングを重ね
た年季の入ったデスクと椅子…順調
であれば美しい思い出のままだったで
しょう。2019年音友ハウス引き渡し
直前某日、あまりの作業の進まなさに
これらは「本当に大変だった引っ越し
の思い出」として私の頭の中に上書き
保存されました。

　お世話になっております。
　今月もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送り
いたします。
　今回もセッションネタの続きをご紹
介。これまで伴奏、アドリブネタなど
色々と紹介して参りましたが、今回は少
しレベルを上げて「リズム」について紹
介していきたいと思います。最初に楽
器を演奏する際に知りたい知識として
はやはり「コード」「スケ?」などに目が行
きがちですが、実際「かっこよく」演奏す
るには「リズム」が重要だったりします。
具体的に「リズム」を使ってどのように
かっこよく演奏するかという話ですが、
以下譜例です。

KeyはCmで同じ音列を弾いている
のですが、頭に入る休符が違いま

す。好みによると思いますが、休符が
入っているほうが、フレーズに勢いが感
じられると思います。

　まずはこんな感じで是非色々試して
みてください。ませ！
　というわけでまた次回！

ちょっと早いクリスマス

クリスマス・ソングからゴスペル、コーラス、
ディキシー、モダンジャズまで盛りだくさん

鬼と神様のお話  

　「モンキーズのテーマ」って曲を覚え
ている人はいるかな？懐かしがってい
るそこの貴方は、私と同世代ですね。4
人組のアイドルグループ“モンキーズ”
のメンバーがドタバタ劇を繰り広げる、
罪のない娯楽番組の主題歌でした。番
組の内容は忘れてしまいましたが、こ
の曲は明るくて良い曲でした。何を隠
そう、自分のおこずかいで買った初め
てのレコードがこの曲だったのです。も
ちろんドーナッツ盤で、確か370円だっ
たかな？小学生の子供にとってはとて
も高額でした。そして、初めて買った
LPレコードは吉田拓郎の「元気です」
だったと思います。時代を感じますねぇ
～。その後はレッド・ツェッペリンやク
リームを買いあさり、初めて買ったジャ
ズのLPが・・・。やっとここからが本題で
すが、アート・ファーマーが1976年に
録音した「思い出の夏」（写真）です。
初めて買ったジャズのレコードは何と、
“ジャケ買い”でしかも“衝動買い”でし
た。それは高校生のある日、どうしてこ
のレコードを手に取ったのかは覚えて
いませんが、「すみや」と言う地方都市
の小さなレコードショップの片隅で、私
はこのレコードのジャケットと「思い出
の夏」と言う題名に心を奪われてしま

いました。その感情は小さな嵐のように
私の心をザワつかせ、私は「この中には
私の知らない、とても重要な何かが詰
まっているに違いない。」と思い込んで
しまったのです。アート・ファーマーが
誰かも、フリューゲルホーンとは何か
も、「思い出の夏」とはどんな曲かも知
らないで、衝動買いしてしまいました。
　ジャケットは詩的で美しく、1枚の写
真のせいで、そこには何か夏の物語が
詰まっていそうですね。　少し白濁し
たようなグリーン調の色合いが心の中
の成熟しきっていない弱点を疼かせる
ような気がします。高校生だった私は
「思い出の夏」と言う題名を見て、何を
思い出していたのかな？多分、小学生
の頃、夏休みに毎年行っていた房州の
海辺を思い出していたのでしょう。そこ
は強い光が白い砂の道を輝かせ、むせ
るような潮の香に満ち溢れ、野の花が
どこまでも咲いているような場所でし
た。今思い出しても、切ないほど美し
い。まぁ、そんな事に動揺して、思わず
買ってしまったのでしょうね。
　さぁ、思い出話はまだまだあるので
すが、そろそろアルバムを紹介しなくて
はいけません。このアルバムは1976
年、日本のジャズレーベル“EAST 

WIND”から発売されました。シダー・
ウォルトン（ｐ）、サム・ジョーンズ（ｂ）、ビ
リー・ヒギンズ（ｄｓ）と言う、なんだか信
頼できそうなピアノトリオをバックに
アート・ファーマーが全曲フリューゲル
ホーンを吹いています。お勧めは、まず
は1曲目、タイトル曲の“The Summer 
Knows（思い出の夏）”。静寂の中に、
インクの雫を落とすようにシダー・ウォ
ルトンのピアノが響きます。それに続く
アートのフリューゲルホーンはふくよか
で暖かく、また、哀しいほど儚い。ミッ
シェル・ルグランの作ったこのメロ
ディーの美しさは言うまでもありません
が、アートのリリカルなプレイに胸が締
め付けられるようです。100回聴いて
も飽きない。そんなタイプの曲に仕上
がっています。続く2曲目は”Manha 
Do Carnaval（カーニバルの朝）“。ル
イス・ボンファのこの曲はミディアムテ
ンポのジャズボッサでクールな中にも
哀愁たっぷりな演奏です。また、このア
ルバム全体に言える事なのですが、ピ
アノのシダー・ウォルトンが良いです
ね。地味に名サポートをしていると言う
のではなく、気の利いたオシャレなフ
レーズを散りばめたり、時にはブルー
ジーに時には情熱的にこのアルバムを
盛り上げています。曲によってはシ
ダー・ウォルトン・トリオのアルバムに
アート・ファーマーが参加しているよう
な気がする程です。最後まで魅力的な
プレイが続きますので、どうぞ聴いてみ
てください。
　原題は「夏は知っている」とでも訳す
のでしょうか？皆さんも心の中に誰にも
言わないけれど、切なくなるような思い
出のひとつやふたつ、あるんじゃない
ですか？そう言うのって大体夏ですよ
ね。そう、夏は知っているのですよ。ふ
ふふ。

▲①Superstar 
Christmas

▲②MISSLIMミスリム/
荒井由美

▲③A Winter Roma/
Dean Martin

▲④Tempestuous
Trumpet/Doc Severinsen
＆ His Orchestra

▲⑤In Person At The
Empire Room/
Gisele Mackenzie

ジャズファンの集い

あの夏は何処へ・・・
眼をつぶれば音楽があなたをそこへ運ぶことでしょう。

引っ越し

Addicted to Guitar-21　Course 永瀬 晋
リズムを意識したアドリブ

▲Summer Knows/Art Farmer

https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャン、そして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的です。
元住吉から発信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！

数あるヴォーカル・アルバムの中から1950年代から’70年代にかけて収
録されたライブ盤を特集します。ライブ盤の中でもオーケストラをバック
にしたコンサート形式のものを中心にセレクトします。特にオープニング
にスポットを当てて、ライブ開始時のワクワク感を楽しみたいと思います。

 Light Music
軽音楽ファンの集い

Light Music
& Jazz Date

▲①Christmas Songs/
Mel Tormé 

▲②Merry Ole Soul/
Duke Pearson

▲③Something Cool/
June Christy

▲④銀界/山本邦山 ▲⑤The Legendary 
Big Band Singers/
Various

　音友レコード倶楽部が移転して初
日、TANNOYサウンドと異なりJBL
サウンドのオーデイオ装置を設置して
いる「ソウルエッグス」で新規一転の
スタートをしました。毎年12月は恒例
の全員持ち寄りによるＸ’masソング、
冬にちなんだ曲の特集です。私は久し
ぶりにＸ’masコンピアルバム「Supe-
rstar Christmas」（写真①）を持参
しジョン・レノン＆小野洋子がフイル・
スペクターと共作した1971年発表の
“ハッピー・クリスマス”、メル・トーメが
作曲しセリーヌ・デイオンが歌う“クリ
スマス・ソング”、1984年にワムが
ヒットさせコーラスグループのヒュー
マン・ネイチャーが歌う“ラスト・クリス
マス”、マイケル・ジャクソンが参加の
ジャクソン５で 1970年のヒット曲“リ
トルドラマーボーイ”などを選曲して鑑
賞。続いて自作のコンビアルバムを持
参の方は新進女性ジャズ歌手ダイア

ナ・パットンの“ハブ・ユアセルフ・ア・
メリー・クリスマス”、 ニック・デカロ、
山下達郎の“サイレントナイト”の聴き
比べ、荒井由実（写真②）より“１２月の
雨”等を選曲でした。特に「MISSLIM」
は私の中でも思い出深いアルバムで
キャラメ・ママ（元ハッピーエンドの細
野晴臣、鈴木茂＋元フォージョーハー
フの林立夫、松任谷正隆）が バックを
務め、1974年アルバム発表と同時に
即座に買い求め寒い冬に毎日の様に
聴いていました。 この曲以外にも“や
さしさに包まれたなら”や“海を見てい
た午後”等の名曲が含まれた名盤で
す。 イージーリスニング好きな方はナ
タリー・コールが歌う先程のセリーヌ・
デイオンと同曲の“クリスマス・ソン
グ”、 ディーン・マーチンの（写真③）よ
り“アイ・ブ・ゴット・マイ・ラブ・トウー・
キープ・ミー・ウオーム”、 グレーンミ
ラー1949年制作アルバムより“ジン

グルベル～ムーン・ライト・セレナー
デ”を選曲していただきました。 また、
ベテランの方が選曲したアルバム１
枚目はドク・セベリンセン（T.p.）の
「TempestuousTrumpet 」（写真
④）で名曲“チュニジアの夜”、“マッ
ク・ザ・ナイフ”等を鑑賞。 脳天に突き
刺さるような強力なトランペット・サウ
ンドは大変心地よかったです。 ２枚目
はカナダ生まれのジゼル・マッケン
ジーが1959年にウォルドーフ・アスト
リア（ニューヨークのホテル）エンパイ
ア・ルームでのライブ 「In Person 
At TheEmpire Room」（写真⑤）よ
り“アン・オープニング・ソング”、“セー
ブ・ユア・ソロー”を選曲し鑑賞。 エン
ターテインメント性豊かなはっきりとし
た歌唱力、バックバンドはエミール・
コールマンで上品で華麗な演奏で彼
女を盛り立ています。 本日も参加各
人の優れた選曲は個性が出てとても
良かったです。 
          （ フレドリック・ジョーンズ記 ）

　オラトリオ：という言葉を皆さんご存
知でしょうか？これは音楽用語、クラッ
シックの世界で使われる言葉で、ざっ
くりいうと音楽の形式の言葉で日本語
では「聖譚曲」と訳されるそうです。
（全くわかりませんね（笑））もう少し詳
しく説明すると聖歌の簡易版、誰でも
簡単に歌えるもので、礼拝とは別に気
軽に歌われたものが原型となったそう
な…。学生の時にバンド名を決める際
に考えあぐねていたときにふと友だち
が「このバンドはみんなわがままだし、
ちょうど3人だからオラトリオってどう
か。」ということになりなんとなく決まっ
たバンド名。じつはそんな意味があっ
たなんて、今頃になったというお話。バ
ンド名はいついかなる時もなんとなく
決まってしまうものです。（もっとやば
いのは、3人ないしは4人の時に決まっ
たバンド名、カルテットリオ。いや、なか
なか秀逸。（笑））
　最近：ちょっと原稿の記事が手を抜
きすぎなんじゃないの、みたいなことを

言われてしまうかもしれないのいです
が、なんだかここのところ長文を考え
る頭が働かず（言い訳にしか聞こえな
い（笑））ということは置いておいて、
音楽の神様の話について。この間、音
楽を志半ばで諦めざるをえなくなった
若者と話す機会があった。なんという
か自分といろいろと境遇が似ている
なぁということを感じながら、「どんなに
音楽を嫌いになったり、音楽から離れ
ようと思ってもやっぱり嫌いになれな
いし、離れることは難しい。」ということ
をいっていたどんな形であれ私たちの
周りには音楽が流れていたり、自然と
耳に入ってくるものである。昔に比べ
て（ここでいう昔は近代以前のこと）
音楽がかなり生活と密着しているの
で、例えどんなに逃れようとしても向
こう側から近づいてくる、そう死神の
ようにぴっとりと私たちのそばで見守
りひっそりとただ存在している。音楽
には癒しの効果もある、というのは近
年の研究であきらかにされているが、
それは紙一重なのかもしれない。だが
音楽は私たちの様々な感情に働きか

け、記憶ととても密着しているという
ことも事実である。大丈夫、あなたの
その気持ちもいつか浄化されて、いつ
かまた本当に心の底から『音楽』を楽し
むことが出来るようになる、ということ
を伝えてあげた。今はまだ分からない
だろうし、この先何年かかるか分から
ないが、そんなときはきっと、確実に
やってくる。そう、何事も裏表、表裏一
体なのであるから、そのギリギリのとこ
ろで私たちは生活しているのだから。
　というなんだか深刻な問題を話して
しまいましたが、私は元気です。（笑）

　Soul Eggs(ソウルエッグス)に移転
して初のJazz Dateでした。空気が冷
たい一日でしたが室内は15名の参加
でほぼ満席となりました。今回はオール
持ち寄りタイムでしたが、ジャズ版クリ
スマス・ソングを持ち寄られた方が大勢
いらっしゃいました。演奏家名を列記し
てみますと、ケニー・バレル、ラムゼイ・
ルイス、ポール・ブレイ、エディー・ヒギ
ンズ、グレン・ミラーなど著名なプレー
ヤーの演奏と複数名のヴォーカルで楽
しみました。中でもメル・トーメが
「Christmas Songs」（写真①）で歌っ
た“クリスマス・ソング”には思わずうっ
とりでした。またピアニストでアレン
ジャーでもあるデューク・ピアソンのア
ルバム「Merry Ole Soul」（写真②）は
一時入手が困難となり、ジャズ関係者
やファンが追い求めたアルバムだった

ようですが、挿入曲“ジングル・ベル”も
印象に残りました。さらにクリスマス・ソ
ングとは関係がないものの、デューク・
ジョーダンの「Flight to Denmark」の
“ヒアズ・ザット・レイニー・デイ”は途中
に“ジングル・ベル”を取り込んだとても
お洒落な曲でした。次にジューン・クリ
スティの名盤「Something Cool」（写
真③）を持参され、モノラル盤とステレ
オ盤があるがモノラル盤の方が断然良
いと言いきられた人がいました。クリス
ティが目をつむっているモノクロ盤と、
カラーで目を開けて笑っているステレ
オ盤でジャケットも異なりますが、クー
ルというタイトル名からもブルーと白の
モノクロ盤が似合いますね。帰宅後自
分の保有盤もモノラルだったのでほっ
としました。2019年に生誕80周年を
迎えた菊池雅章の紹介がありました。

65歳で人間国宝に認定された尺八の
名人山本邦山が、菊池雅章の編曲を受
け日本の伝統芸能とジャズの融合に挑
戦した記念すべき作品「銀界」（写真
④）は筆者のお宝盤の１枚です。当時日
本で禅の修行をしていたゲイリー・ピー
コックのベースがこのアルバムに重み
を加えていると思います。長老の方から
は伝説のジャズ・ヴォーカリスト、ジ
ミー・スコットの紹介がありました。彼を
自分のバンドに引き入れ専属歌手とし
て育てたライオネル・ハンプトンとの共
演が聴けるものを探され希少盤に近い
アルバム「The Legendary Big 
Band Singers」（写真⑤）を持参され
ました。ライナー・ノーツを書かれた大
和明さんとの思い出話も楽しく、スコッ
トの天使の声に魅了されました。今回は
ゴスペルやコーラスがあり、ディキシー
からモダンジャズ、そして和ジャズと幅
広い音楽が聴けて参加された皆様も満
足の様子でした。（K.Tanagawa 記）

Light Music「ブレッド」特集
デビッド・ゲイツ率いるソフト・ロックの雄ブレッド。
彼らのヒット曲をピックアップして聴いていきます。

▲写真左から松本泰夫、浅井晴香、牧野くみ、牧野ケント、神林義徳

「ヴォーカリストのライブ盤」特集


